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協賛：株式会社トッパンインフォメディア／株式会社トッパン保険サービス

10.10
 2022［月・祝］

Monday 10 October 2022
 15:00 TOPPAN HALL

15:00開演
トッパンホール

全席指定
6,500円／U-25 3,000円

Beethoven
Streichquartett Nr.7 F-Dur Op.59-1 “Rasumowsky Nr.1”

Schubert
Streichquartett Nr.14 d-Moll D810 “Der Tod und das Mädchen”

ベートーヴェン
弦楽四重奏曲第7番 ヘ長調 Op.59-1

 《ラズモフスキー第1番》

シューベルト
弦楽四重奏曲第14番 ニ短調 D810

 《死と乙女》

C
orina B

elcea, violin / A
xel Schacher, violin / K

rzysztof C
horzelski, viola / A

ntoine L
ederlin, violoncello

ベル
チャ・ク
ァ
ル
テッ
ト

 発売：7月13日（水）
［会員：7月9日（土）］



トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

2022.6 Ⅰ
写真©Marco Borggreve

ベルチャ・クァルテット

研ぎ澄まされたア
ンサンブルと

深みのある抒情
＿＿＿

ふたつの傑作をた
ずさえ、

トッパン初登場
！

Corina Belcea, violin

Axel Schacher, violin

Krzysztof Chorzelski, viola

Antoine Lederlin, violoncello

コリーナ・ベルチャ
アクセル・シャハー

クシシュトフ・ホジェルスキー
アントワーヌ・レデルラン

　ルーマニアの女性ヴァイオリニスト、コリーナ・ベルチャをリーダーに

1994年に英国王立音楽大学の学生4名で結成されたベルチャ・クァル

テット。2010年以降、長きにわたってコンツェルトハウス・ウィーンで

ツィクルスを展開、ウィグモアホールでも常連のクァルテットだ。さらに

17年ベルリンに開館したピエール・ブーレーズ・ザールのクァルテッ

ト・イン・レジデンスも務めるなど、いまや世界の室内楽シーンを牽引す

るトップランナーの一組。加えてベルチャ・ファンデーションを通じての

新たな作品の委嘱、披露や若手演奏家の支援等、弦楽四重奏の振興や室内

楽の振興にも意欲的。常に新たなる未来の室内楽を模索している彼らが、

円熟期にあるいま、トッパンホールのステージに初めて登場する。プログ

ラムは、近年の充実ぶりを象徴するかのような自信たっぷりの王道の選

曲。《ラズモフスキー第1番》と《死と乙女》が選ばれた。名曲中の名曲

での直球勝負だ。

　初期のベルチャＱは、1stヴァイオリン、ベルチャのリードのもと硬質

な表現を得意とするイメージがあったが、2度のメンバー交代（2ndヴァ

イオリン、チェロ）も功を奏してか、近年は表現の幅が大きく拡がり、自

由度が飛躍的に高まっている。4人のバランスの取り方も曲によってさま

ざまに形を変えながらも絶妙。耳目を捉えるアンサンブルが繰り広げられ

るライヴ感は、まさにトッパンホール向きと言えるのではないだろうか。

　円熟の真っただ中のベルチャＱが、トッパンホールでどのような表現に

挑み、お客さまにどのように受け止められるか、彼ら4人も我々も期待に

胸を躍らせ、当日を待つ。


